

























より右脳が活発に反応することが証明されている（図１．Ando and Hosaka, 1983。）このように、
空間と時間で構成される環境は、各々を司る左右の大脳半球両方により認識されているのである
（Ando, Kang and Morita,1987;  Ando, Kang and Nagamatsu, 1987; Nagamatsu, Kasai and 
Ando, 1989; Ando, 1992; Ando and Chen,1996; Chen and Ando, 1996; Chen, Ryugo and 
Ando,1997; Ando, 1998; Soeta, Nakagawa, Tonoike and Ando, 2002; Sato, Nishio and 
Ando,2003; Soeta, Nagasawa, Tonoike and Ando,2003）。
　また、人が「好ましい」と感じるためには空間を司る右脳と時間を司る左脳に同時に有効な刺激











性の開花に関わるものである（Y. Ando, 1998, 
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